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第 1 章 政権掌握過程におけるナチズム、人々の
熱望、大衆消費
73書評・翻訳紹介
第 2 章 「民族の精神の強さ」―第三帝国におけ
る歓喜力行団の位置
第 3 章 労働の美―「経営共同体」と強制
第 4 章 マス・ツーリズム、結束した国民、帝国
の未来図
第 5 章 民族共同体と個人の欲望―ツーリズム、
生活水準、人々の同意
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著 1971 年、邦訳、刀水書房、改訂新版 2006 年）
を嚆矢として活発に研究が進められるようにな
り、古代末期という概念は、一つの研究分野を構
成するまでに広く流布している。
まずは、非常に大まかではあるが、本書の概要
を述べておきたい。この本書の最大の特徴は、そ
れまで古典古代の決定的な衰退であり、中世との
画期であるとみなされていた「三世紀危機」を相
対化する点である。すなわち、帝政後期を古典期
とも中世とも異なる特質を持ってはいるものの、
それでも古典期との深い連続性が認められる古代
末期としている点である。そのために扱われる主
題は、ローマ帝国がキリスト教を受け入れた当時
の宗教的・心性的背景を描き出そうというもので
ある。キリスト教がローマ帝国において支配的な
位置を占めるようになったのは、帝政後期が多種
多様な危機に瀕した「不安な時代」であったから
ではなく、どのように聖性を理論づけるかという、
当時の社会によって求められていた心性的要請
に、異教よりもキリスト教の方がより積極的に応
えることができたからであるとされている。また、
2 世紀後半以降の宗教文献において霊的な事柄の
記述が増加したのは、劇的な知的衰退によって非
合理的迷信が蔓延したからではなく、社会に要請
された宗教指導者の権威を正統づけるために、「神
の友」「聖人」という理念が模索され、形成され
ようとしていたからであるとされる。このような
「信仰の説明」が求められる状況に適合するべく、
キリスト教が宗教信条の明示化と組織化を進めた
結果、より多くの人々に受け入れられる宗教へと
変貌し、公認宗教・国教と認められるようになっ
たとされている。以下、各章の論旨の枠組みを祖
述していく。
「第一章　聖性に関する議論」では、まず、「危
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機」の相対化が行われる。当時の人々が暮らして
いた対面性的な社会では、近代都市住民の抱える
ような根無し草的不安感よりも、相互監視がもた
らす窮屈さがもたらす緊張感の方が問題視されて
いたことが指摘される。また、すでに古典期にお
いて、無常観的価値観が流布していたことも確認
されている。その上で、3-4 世紀の宗教変化は、
キリスト教によって外発的にもたらされたのでは
なく、2 世紀から続いてきた内発的なもの、すな
わち、社会によって「神の力」を帯びる人々が要
請されるようになった点であるとされる。この結
果、超自然的な天上世界と結びつき、不安定な地
上世界から隔絶した聖人と、地上世界の悪霊・ダ
イモンなどを駆使する妖術師とが、彼らを監視す
る社会によって、利己的な行動を行わないか、地
上世界と隔絶した安定した生活スタイルを送って
いるか等の観点で鑑別されるように変化したとさ
れる。
「第二章　野心の時代」では、前章で示された
変化の兆候が、既に五賢帝時代から現れていたこ
とが確認される。かつて否定的に捉えられてきた
2 世紀の形式主義的な宗教・文化は、既に拡大し
ていた階級格差や力による支配という現実を隠蔽
する役割を果たして、世界（特に東方で）の微妙
な均衡や共同体意識の維持に寄与していたとされ
る。競争的心性と集団からの逸脱を忌避する抑制
との鬩ぎ合いの中で、大量の碑文が創出されたり、
富が宗教へと適切に消費されたりしていたのであ
る。このような状況を示す適材として、医神アス
クレピオスとの夢を通じての特権的な関係を自負
するアリステイデスの野心が、社会に調和するた
めに陥っている鬱屈が取りあげられる。このよう
な状況は、260 年からの一世代での異教碑文が消
失したことから窺えるように、短期間で一変した。
その原因は、かつて言われたような、都市の社会
経済的地位の崩壊ではなく、軍人皇帝期に武力に
よる支配が顕然化した結果、共同体意識が崩壊す
るような心性の変化が起こったためと結論づけら
れる。均衡の時代から野心の時代への転換である。
「第三章　〈神の友〉の成長」では、最初のキリ
スト教皇帝コンスタンティヌスに至る「神の人」
「神の友」の形成が扱われる。古代末期においては、
超自然的な力を持つとされた人は超自然的存在と
の深い繋がりを持つものと、異教徒もキリスト教
徒もみなすようになっていた。このような非伝統
的な卓越者「神の友」を、異教知識人は超自然力
の合法性の基準で選別するようになったが、その
歩みは遅く、4 世紀に至ってはじまったとされる。
他方、キリスト教集団では、2 世紀までは「神の友」
のイニシアティヴは抑制されていたものの、伝統
的異教共同体の基盤であった均衡が解体した 3 世
紀以降、それに代わる価値観の受け皿となり、司
教などの宗教指導者のイニシアティヴが強化され
たとされる。その背景は、次のように述べられよ
う。均衡が崩れた後、人々は様々なしがらみによ
る緊張状態に苦しんでいたが、キリスト教に改宗
することで、「キリスト教徒である」こと以外の
桎梏から解放されることとなった。このことは、
「キリスト教徒」という超自然的な価値観を受け
入れ、その枠組みのヒエラルヒーを承認すること
である。このようにキリスト教的指導者は、より
神に近い人とみなされるようになり、その力を強
めていくこととなる。
「第四章　天の国から地上の国へ──アントニ
オスとパコミオス」では、閉鎖性・独自性が強調
されるエジプトで起こった禁欲修道運動が、地中
海規模で行われた「聖性に関する議論」に果たし
た役割の重要性が指摘される。3 世紀末、エジプ
ト村落で高まった人間関係の緊張と摩擦を逃れた
いという欲求が、人々を捉えていた。このような
欲求は世俗を拒絶する「社会的な死」という形で
体現し、独特の生活様式を維持していたために、
アントニオスのような禁欲的な隠者が人々の心を
掴み、天上の力を敢えて行使しないことで権威を
高めたとされる。4 世紀になると、この世に関わ
らないこと（＝アナコレシス）によって獲得され
た力は、共住式修道院の創設者パコミオスのよう
な宗教指導者によって、その対象を拡大したとさ
れる。すなわち、宗教指導者は人間社会の外にい
る存在であるために、そこから隔絶されたキリス
ト教共同体の中で、人間関係に対処するための超
自然的能力を獲得するようになるのである。天上
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の力が地上で発揮される契機が、ここに立ち現れ
ることになる。そして、キリスト教の普及に伴い、
その範囲は帝国を覆うこととなる。
ここまで整理を試みてきたが、残念ながら、能
力と紙幅の両側面から、重要な点についてさえも
十全には纏めきれておらず、祖述から抜け落ちた
点が多々あることは否めない。芸術的と評される
著者の説明の妙を知る上でも、実際に本書を読ん
で頂きたい。その後の研究の著しい進展はあるも
のの、30 年前のものとは考えられない程の意義
を持ち続けている著作であることに、疑いの余地
はない。さらに興味深いのは、著者自身による「日
本語版への序文」によって、30 年前を振り返る
形で解説が行われ、その後の研究の展開が概観さ
れていることである。この序文によって、本書を
読む際に、より重層的な理解を得ることができよ
う。著者と古代世界への愛に溢れた訳文によって、
この重要な著作が我が国で広く読まれることが望
まれる。
  （鷲田睦朗）
